
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
は
お
早
め
に

　
毎
年
７
～
９
月
に
な
る
と
、

大
き
く
な
っ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
が
発
見
さ
れ
ま
す
。
発
見
さ

れ
た
場
合
、
そ
の
駆
除
は
専
門

業
者
に
依
頼
す
る
し
か
な
く
、

費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
大
き
く

な
る
前
に
巣
を
発
見
で
き
れ

ば
、
比
較
的
安
全
に
駆
除
で
き

ま
す
。身
近
な
場
所
を
点
検
し
、

早
期
駆
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
巣
を
作
り
や
す
い
場
所　
軒

下
、
樹
木
、
垣
根
や
植
え
込
み

の
中
、
床
下
、
戸
袋
の
中
な
ど
。

巣
を
発
見
し
た
場
合
は
、
急
に

近
づ
か
な
い
・
揺
ら
さ
な
い
・

近
く
で
騒
が
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▽
そ
の
他　
市
で
は
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
の
駆
除
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
駆
除
は
専
門
業
者
に
依

頼
（
費
用
が
掛
か
り
ま
す
）
し

て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
衛
生
課
☎（
626
）１
１
０

８
空
き
地
の
雑
草
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

　
６
月
に
な
る
と
草
木
の
著
し

い
生
育
に
よ
り
、
空
き
地
の
雑

草
繁
茂
に
関
す
る
相
談
が
多
く

な
り
ま
す
。
空
き
地
に
雑
草
が

生
い
茂
っ
て
い
る
と
、
害
虫
の

発
生
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、

通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
近

隣
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
空
き
地
の
所
有
者
や
管
理
者

は
、
除
草
す
る
な
ど
、
空
き
地

の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎（
632
）２
４
０

５
生
活
の
安
心
・
安
全
を

脅
か
す
不
法
電
波
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

　
電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

中
（
６
月
１
～
10
日
）
は
、
電

波
を
正
し
く
利
用
す
る
た
め
の

周
知
・
啓
発
活
動
や
、
不
法
無

線
局
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し

ま
す
。

■
電
波
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ（
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
）

▽
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・

妨
害
☎
０
３（
６
２
３
８
）１
９

３
９

▽
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障

害
☎
０
３（
６
２
３
８
）
１
９

４
５

▽
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

の
受
信
相
談
☎
０
３（
６
２
３

８
）１
９
４
４

問
情
報
政
策
課
☎（
632
）２
０
９

５

６
月
１
日
か
ら
大
気
汚
染

防
止
法
が
一
部
改
正

　
解
体
な
ど
の
工
事
の
受
注
者

は
、
石
綿
を
事
前
に
調
査
し
、

そ
の
結
果
を
発
注
者
に
書
面
で

説
明
す
る
と
と
も
に
、
工
事
現

場
に
調
査
結
果
を
掲
示
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
石
綿
の
解
体
な
ど
の
工
事

の
場
合
に
は
、
工
事
の
施
工
者

で
は
な
く
、
工
事
の
発
注
者
ま

た
は
自
主
施
工
者
が
、
作
業
開

始
の
14
日
前
ま
で
に
「
特
定
粉

じ
ん
排
出
等
作
業
実
施
届
出

◎害虫無料相談会　▽日時　6 月 15 日 (日) 午前 10 時～午後４時▽会場　県庁（塙田１丁目）▽内容　
衛生害虫やネズミに関する専門家による相談会。スズメバチの巣などの展示。問生活衛生課☎(626)11
08、衛生害虫防除等相談室（県ペストコントロール協会）☎(625)0606

住
ま
い

■６月の募集概要
▽受付日時　6月2～6日、午前9時～午後
5時。
▽受付会場　住宅課（市役所9階）。
▽抽選日　6月12日(木)。
▽募集住宅の公表　市　、住宅課、各　・
　・　に置いてある「市営住宅空家募集」
（5月23日発行）をご覧ください。
■その他　入居申し込み資格・申し込み方
法・募集住宅など、詳しくは、「入居申
込案内」、「市営住宅空家募集（原則、募
集月の前月25日発行）」、市　をご覧くださ
い。
問住宅課☎(632)2553

2区画を特別販売
篠井ニュータウン分譲中

▲携帯サイトＱＲコード

環
　
境

■現地販売会
　今回は、子育て中の人を対象にした建物
プランを提案します。
▽日時　5 月 31 日（土）・6 月 1 日（日）、
午前 10 時～午後 4 時▽会場　篠井ニュー
タウン現地販売センター（下小池町）。
■特別区画
金　額 番号 道路 面積(㎡) 備　　　考

496万円 15-18 南 227.91 日当たり良好の68坪

378万円 27-4 東・北 223.30 67坪が300万円台
■商業用地もあります
　店舗や店舗併用住宅が建てられる区画も、同時分譲中で
す。
問市土地開発公社☎（632）2174、　 http://www.shinoi.
com

ふ
れ

あい
ひまわりタウ

ン

篠井ニュータウン篠井ニュータウン

市営住宅は毎月入居者を募集しています
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◎応急手当講習会　▽日時・会場　6 月 8 日（日）＝東消防署、7 月 13 日（日）＝中央消防署、8 月 10 日（日）
＝西消防署、9 月 14 日（日）＝南消防署。午前 9 時～正午▽内容　心肺蘇生法、AED（自動体外式除細
動器）使用法などの普通救命講習。再講習可。テキストは市　で確認可▽定員　各先着 30 人▽申込　開
催日 3 カ月前から、電話で、各会場へ。問東消防署☎（663）0119、中央消防署☎（625）3453、西消
防署☎（647）0119、南消防署☎（653）0119

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合

を
含
め
て
、
立
入
検
査
な
ど
の

対
象
も
拡
大
し
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
☎（
632
）２
４
２

０
市
緑
の
相
談
所
で

緑
化
講
習
会

1
ミ
ニ
バ
ラ
の
鉢
植
え
と
バ
ラ

の
管
理

▽
期
日　
６
月
22
日
（
日
）。

2
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む　
ハ
ー
ブ

の
効
用
と
育
て
方

▽
期
日　
６
月
25
日
（
水
）。

3
庭
木
の
整
枝
と
剪
定

▽
期
日　
６
月
29
日
（
日
）。

4
夏
か
ら
秋
へ
の
草
花
の
寄
せ

植
え

▽
期
日　
７
月
６
日
（
日
）。

5
家
庭
菜
園
の
作
り
方
Ⅲ　
秋

野
菜
編

▽
期
日　
７
月
９
日
（
水
）。

■
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
。

■
会
場　
市
緑
の
相
談
所
（
平

出
工
業
団
地
公
園
内
）。

■
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
。

■
定
員　

1
4
先
着
30
人
2 

3
5
先
着
40
人
。

■
費
用　
1
4
１
５
０
０
円
2

300
円
。

■
申
込　
電
話
で
、
市
緑
の
相

談
所
へ
。

■
そ
の
他　
身
近
な　
や
集
会

所
な
ど
で
開
催
す
る
緑
化
講
習

会
へ
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
市
緑
の
相
談
所
☎（
662
）５
８

１
３初

心
者
歓
迎

緑
地
保
全
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
う
つ
の

み
や
で
は
、貴
重
な
緑
を
守
り
、

育
て
て
い
く
緑
地
保
全
活
動
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
活
動
拠
点
・
日
程　
①
鶴
田

沼
緑
地
＝
毎
月
第
１・
３
日
曜

日
②
長
岡
樹
林
地
＝
毎
月
第

２・
４
日
曜
日
ま
た
は
第
１
～

３
木
曜
日
③
戸
祭
山
緑
地
＝
毎

月
第
１・
３
土
曜
日
④
海
道
小

北
樹
林
地
＝
毎
月
第
２・
４
土

曜
日
⑤
五
代
三
丁
目
樹
林
地
＝

毎
月
第
２
日
曜
日
。

▽
時
間　
午
前
９
時
～
正
午
。

▽
申
込　
電
話
で
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ス
ト
う
つ
の
み
や
事
務
局

（
緑
の
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎

（
632
）
２
５
５
９
へ
。

　将来にわたりごみを安定的に処理し、市民の皆
さんの快適な生活を確保するため、市では新たな
最終処分場を計画的に整備します。現在、専門家
の意見を聴きながら自然環境や地形・地質などに
関する調査を行い、建設候補地の選定を進めてい
ます。
■新最終処分場を整備する必要性　清掃センタ
ーで処理した後に出てくる焼却灰などについて
は、現在エコパーク板戸（板戸町）に埋め立て処
分しています。
　このエコパーク板戸は計画的な埋め立て処分
を行っており、当初の予定通り平成 30 年度で満
杯になる予定です。

　それ以降も市民の皆さんの快適な生活を確保
するため、エコパーク板戸に代わる最終処分場を
整備する必要があります。
■新最終処分場の施設概要
▽施設の種類　管理型一般廃棄物最終処分場▽
埋め立てる物　家庭から出たごみを焼却した後
の焼却灰、陶磁器くずなどの不燃残さなど。
■施設の安全性　次のことを基本として、さまざ
まな安全対策を講じるなど、安全に万全を期した
施設を整備します ( 左下の図参照 )。
▽埋め立て地に屋根をかけ、焼却灰などの埋め立
て物が飛散しないようにするなど、周辺環境に配
慮します▽埋め立て地の底に遮水シートを 2 重
に設けるなど、埋め立て地の水が周辺に漏れ出さ
ないようにします▽埋め立て地から出る水は、施
設内で処理した後、下水道に放流します▽定期的
に地下水の水質調査などを実施し、結果を公開し
ます。
■適地調査の状況　広域ごみ処理を行っている
本市と上三川町を対象として、現況確認および既
存資料の調査による確認を行い、最終処分場に
適している候補地を 10 箇所に絞り込み、複数の
評価項目から総合的な評価を実施しています。今
後、最終処分場として最も優れた場所を建設候補
地として選定します。
■その他　新最終処分場について詳しくは、電話・
ファクス・Ｅメールで、廃棄物処理施設整備室☎

（632）2695、（632）3316、　u35003003@
city.utsunomiya.tochigi.jp へ。

ごみの安定かつ適正な処理に向けた取り組み
新最終処分場の整備

 住ま
い
・
環
境

安
全
・
交
通
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６
月
は
環
境
月
間

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　
環
境
月
間
・
環
境
の
日
は
、

環
境
保
全
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
行
動
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
が
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、「
人

や
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
こ
ろ
」

を
日
常
生
活
と
結
び
付
け
る

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
「
も
っ
た
い
な

い
」
は
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、

み
ん
な
で
や
れ
ば
大
き
な
力
に

な
り
、
地
球
規
模
の
環
境
保
全

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
日
々
の
生
活
で
「
も
っ
た
い

な
い
」
に
気
付
き
、
身
近
な
こ

と
か
ら
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
「
も
っ
た
い
な
い
」
で
ご
み

を
減
ら
そ
う　
焼
却
ご
み
の
中

に
は
、
資
源
物
で
あ
る
カ
ッ
プ
麺

の
容
器
・
お
弁
当
の
パ
ッ
ク
な
ど

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
、

お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど

の
資
源
化
で
き
る
紙
類
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
分
別
を
徹
底
し
、
１
人

１
日
当
た
り
卵
１
個
分
（
約
50

グ
ラ
ム
）
の
焼
却
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
で
、
年
間
約
１
万
ト
ン
減

量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
も

っ
た
い
な
い
」
の
こ
こ
ろ
を
大
切

に
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
ご
み
減
量
課
☎（
632
）２
４
１
５

■
県
内
最
大
の
ご
み
焼
却
工
場

見
学
ツ
ア
ー
へ
出
か
け
よ
う

▽
日
時　
６
月
28
日
（
土
）
午

前
10
時
～
と
午
後
１
時
30
分
～

の
２
回
。
各
１
時
間
程
度
。

▽
内
容　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂

原
（
茂
原
町
）
を
、
ス
タ
ッ
フ

が
案
内
・
説
明
し
な
が
ら
巡
る

「
来
て
見
て
実
感　

び
っ
く
り

見
学
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
ご
み

を
上
手
に
燃
や
す
工
夫
、
ご
み

か
ら
電
気
と
お
湯
が
で
き
る
仕

組
み
、
ご
み
も
貴
重
な
資
源
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
。
参
加

者
に
「
も
っ
た
い
な
い
ボ
ー
ル

ペ
ン
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▽
申
込　
電
話
で
、
環
境
学
習

セ
ン
タ
ー
☎（
655
）６
０
３
０
へ
。

鬼
怒
川
ス
ポ
ー
ツ

Ｇご

み
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
イ
ンin上
河
内

▽
日
時　
７
月
６
日
（
日
） 

午

前
10
時
～
11
時
。
午
前
９
時
30

分
～
受
け
付
け
開
始
。
小
雨
決

行
。

▽
会
場　
氏
家
大
橋
右
岸
下
流

付
近
（
下
小
倉
町
）。

◎火事などの災害情報は消防出動情報で　消防出動情報は、電話や携帯サイトでお知らせしています。
119 番は火事や救急などの緊急通報用電話番号です。適正利用にご協力ください。なお、停電時には、
使えない電話があるので、携帯電話や公衆電話から 119 番通報をお願いします。災害情報テレホンサー
ビス（自動音声）☎（624）2441、携帯サイト　 http://utsunomiya.mwjp.jp/mobile/?page=119。問
消防本部通信指令課☎（625）5599

環
　
境

講座名 日　時 内　　容 定員・
材料費 締切日

夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

⑤セミの羽
化と夜の虫
観察会

7月26日
（土）午後

7 時～9 時
神秘的なセミの羽化と
夜の虫を観察する

50 人
程度

6月
20日

⑥天体望
遠鏡を
つくろう

7 月 27 日
（日）午前９時

30 分～11時
30 分と午後
1 時 30 分
～ 3 時 30
分 の 2 回

天体望遠鏡を製作し、
使い方を学ぶ。星と地
球や自然について考え
る

各20組
2,000

円

⑦牛乳パ
ックでハ
ガキづく
り

7月29日
（火）午前

9時30分
～11時30
分と午後
1時30分
～3 時 30
分の2回

牛乳パックを使ってハ
ガキを作る他、分別ゲ
ームなどで紙のリサイ
クルを楽しく学ぶ

各10組

⑧親子の
草履づく
り

7月26日
（土）午前

9時30分
～正午

不用になったバスタオ
ルを裂いて、親子で草
履を作る

20 人
1 足

300 円

⑨クリッ
プモータ
ーをつく
ろう

7 月24日
（木）午前
10 時～正
午と午 後
1時 30 分
～3 時 30
分の 2 回

関東電気保安協会のス
タッフによる、電気の
安全と省エネルギーに
ついての話。自由研究
や宿題の参考になるク
リップモーター製作に
も挑戦

各15組

も
っ
た
い
な
い
講
座

⑩着物リ
フォーム

7 月2・9・
16・23日、
午前10時
～正 午。
全 4 回

たんすに眠っている着
物や帯、羽織などを洋
服またはバッグに仕立
て直す

16 人
1,000

円
6月
15日⑪スラッ

シュキル
ト 講 座

（ 初 心 者
対象）

7 月1・15
・22 日、
午前10時
～正 午。
全 3 回

古い布を重ねて縫い合
わせた独特の風合いの
布でバッグを作る

16 人
1,200

円

環境学習センターで各種
▽講座名・日時・内容・定員など　下の表の通り▽会
場　環境学習センター他▽対象　③～⑤⑦～⑨は小学
生以上の親子、⑥は小学 4 年生以上の親子▽申込　往
復はがきの往信に講座名・住所・氏名・電話番号・③
～⑨は参加人数と子どもの学年・⑥⑦⑨は希望の時間
帯を、返信に郵便番号・住所・氏名を書き、各締め切
り日（消印有効）までに、〒 321-0126 茂原町 777-
1、環境学習センターへ。はがき 1 枚につき 1 人 1 講座。
ただし、①②は 2 人まで、③～⑨は 1 家族まで。複数
講座に申し込み可▽その他　定員を超えた場合は環境
学習センターで公開抽選。定員に満たないときは、締め
切り日の1週間後の午前9時から電話でも受け付けます。
問環境学習センター☎（655）6030

講座名 日　時 内　　容 定員・
材料費 締切日

環
境
大
学

①物流と
環境「物
流をにな
う自動車
と環境」

7 月19日
（土）午前
10 時～正
午

森一俊さん（帝京大学
大学院教授）による、
自動車の高効率化の話

20 人 6 月
20日

環
境
学
習
講
座

②バスで
行く上下
水道見学
会

7月30日
（水）午前

9 時～午
後 4 時

松田新田浄水場と川田
水再生センターで、ど
のように水がつくられ
処理されているかを知
る講義と見学

45 人
昼食代

（実費）
6 月
30日

夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

③こども
エコクラ
ブ「うつ
のみや自
然探検隊」
第 4回

7 月31日
（木）午前

9 時～午
後 4 時

バスでなかがわ水遊園
に行き、親子で工作や
専任スタッフによる施
設特別見学

10 人
程度

500 円
程度

昼食持参	

④親子の
陶芸教室

7 月12日
（土）午前
10 時～正
午

手びねりで、世界に一
つのカップやお皿な
ど、好きな作品を親子
で作る

28 人
程度

1,000
円

6月
10日
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▽
内
容　
ご
み
の
質
と
量
を
ポ

イ
ン
ト
で
競
い
合
う
チ
ー
ム
対

抗
に
よ
る
河
川
清
掃
活
動
。
上

位
入
賞
チ
ー
ム
に
入
賞
賞
品
、

参
加
者
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ

ま
す
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
。
１
グ
ル
ー

プ
３
～
５
人
。小
学
生
以
下
は
、

保
護
者
同
伴
。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

▽
申
込　
７
月
２
日
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

・
Ｅ
メ
ー
ル
（
グ
ル
ー
プ
名
・

参
加
人
数
・
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
河
川
課

（
市
役
所
９
階
）☎（
632
）２
６

９
０
、　
（
639
）０
６
１
４
、

u1609@
city.utsunom

iya.
tochigi.jp

へ
。

▽
そ
の
他　
集
合
場
所
な
ど
、

詳
し
く
は
、
河
川
課
へ
。

６
月
８
～
14
日
は

危
険
物
安
全
週
間

■
「
危
険
物　
読
み
は
ま
っ
す

ぐ　
ゼ
ロ
災
害
」
平
成
26
年
度

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語　

　
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
類
を
は
じ

め
と
す
る
危
険
物
は
、
事
業
所

な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
生
活

に
深
く
浸
透
し
て
い
る
の
で
、

安
全
確
保
が
重
要
で
す
。
こ
の

機
会
に
身
の
回
り
の
危
険
物
な

ど
を
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
危
険
物
施
設
で
消
防
訓
練

▽
日
時　
６
月
10
日
（
火
）
午

後
２
時
～
。

▽
会
場　
富
士
重
工
業
宇
都
宮

製
作
所
（
陽
南
１
丁
目
）。

▽
内
容　
事
業
所
の
自
衛
消
防

隊
と
南
消
防
署
に
よ
る
合
同
訓

練
。

▽
そ
の
他　
当
日
は
消
防
隊
が

訓
練
の
た
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
625
）５

５
０
７

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露

消
防
操
法
大
会

■
日
時　
６
月
７
日
（
土
）
午

前
７
時
30
分
。
雨
天
の
場
合
は

６
月
８
日
。

■
会
場　
屋
板
運
動
場
（
屋
板

町
）。

■
部
門
・
出
場
分
団

▽
ポ
ン
プ
車
の
部　

15
台
。
第

１
～
11
分
団・雀
宮（
第
11
部
）・

上
河
内（
第
６
部
）・河
内
東（
第

５
部
）・
河
内
西
（
第
９
部
）。

▽
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

16
台
。

平
石
（
第
８
部
）・
清
原
（
第

２
部
）・
横
川
（
第
２
部
）・
瑞

穂
野
（
第
１
部
）・
富
屋
（
第

２
部
）・
国
本
（
第
５
部
）・
豊

郷（
第
10
部
）・篠
井（
第
５
部
）・

城
山
（
第
４・５
部
）・雀
宮
（
第

７
部
）・
姿
川
（
第
９
部
）・
上

河
内
（
第
９
部
）・
河
内
東
（
第

４・６
部
）・河
内
西（
第
10
部
）。

問
消
防
本
部
警
防
課
☎（
625
）３

０
０
７

救
急
車
を
呼
ん
だ
と
き
に

消
防
車
も
出
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
Ｐ
Ａ
連
携
）

　
Ｐ
Ａ
連
携
と
は
、
消
防
ポ
ン

プ
車
（
Ｐポ

ン

パ

ー

ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
）
と
救

急
車（
Ａア

ン

ビ

ュ

ラ

ン

ス

ｍ
ｂ
ｕ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）

の
連
携
活
動
を
い
い
ま
す
。
次

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
救
急
車

を
呼
ん
だ
と
き
に
、
消
防
車
も

出
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
心
肺
停
止
が
疑
わ
れ
、
救
急

現
場
に
消
防
車
が
早
く
到
着
で

き
る
②
階
段
や
通
路
が
狭
く
、

搬
送
が
困
難
③
高
速
道
路
な

ど
、
救
急
活
動
を
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
そ
の
際
、
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
警
防
課
☎（
625
）３

０
０
８

交
通
ル
ー
ル
を
守
り

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

■
６
月
は
暴
走
族
等
根
絶
推
進

強
化
月
間　
暴
走
族
に
よ
る
暴

走
行
為
な
ど
、悪
質
で
危
険
性・

迷
惑
性
の
高
い
交
通
違
反
は
、

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
家
庭
・
地
域
・

学
校
・
職
場
で
連
携
し
、
暴
走

族
を
根
絶
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▽
暴
走
族
に
は
加
入
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

▽
暴
走
族
を
や
め
る
、
や
め
さ

せ
る
。

▽
暴
走
行
為
を
し
な
い
、
許
さ

な
い
。

▽
暴
走
族
を
見
に
行
か
な
い
、

行
か
せ
な
い
。

■
踏
切
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う　
踏
切
事
故
は
多
数
の
死

傷
者
が
出
る
な
ど
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
次
の
こ

と
を
守
り
、
踏
切
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

▽
踏
切
前
で
の
一
時
停
止
と
左

右
の
安
全
確
認
を
す
る
。

▽
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
踏
切
内

に
入
ら
な
い
。

▽
踏
切
の
向
こ
う
側
に
車
が
詰

ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
警
報
機

が
鳴
っ
て
い
な
く
て
も
踏
切
内

に
進
入
し
な
い
。

▽
遮
断
機
の
な
い
踏
切
で
は
、

踏
切
内
に
入
ら
な
い
よ
う
停
止

位
置
に
注
意
す
る
。

■
踏
切
内
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

た
ら　
も
し
踏
切
内
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
車
を

ゆ
っ
く
り
進
め
て
く
だ
さ
い
。

遮
断
棒
は
折
れ
ず
に
斜
め
上
に

上
が
り
、
脱
出
で
き
ま
す
。
ま

た
、
も
し
踏
切
内
で
車
が
動
か

な
く
な
っ
た
ら
、
次
の
よ
う
に

対
処
し
ま
し
ょ
う
。

▽
踏
切
に
非
常
ボ
タ
ン
が
設
置

し
て
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に

ボ
タ
ン
を
押
す
（
踏
切
が
ふ
さ

が
れ
て
い
る
こ
と
を
駅
や
列
車

に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

▽
非
常
ボ
タ
ン
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
場
合
で
も
、
発
炎
筒
を

使
っ
て
踏
切
が
ふ
さ
が
れ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

▽
非
常
ボ
タ
ン
や
発
炎
筒
を
使

用
し
た
後
で
も
安
心
せ
ず
、
踏

切
内
か
ら
出
て
、
安
全
な
場
所

で
待
避
す
る
。

▽
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人

や
車
を
見
つ
け
た
と
き
も
、
周
囲

の
人
が
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
。

問
生
活
安
心
課
☎（
632
）２
２
６
４

◎自然災害に備えよう　６月は土砂災害防止月間です　自然災害には、台風や大雨などによる風水害や土
砂災害、突発的に発生する地震などがあり、人間の力では止めることができません。被害を最小限に抑え
るためにも、日ごろからこれらの災害に備え、正しい知識を持ち、準備しておくことが大切です。土砂災
害について詳しくは、河川課☎ (632)2682、宇都宮土木事務所☎ (626)3164 へお問い合わせください。

安
　
全

交
　
通

 住ま
い
・
環
境

安
全
・
交
通
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